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向山遺跡第 3類 胴部渦巻紋系列の土器。 ロ綜部は内

口
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彎し、胴部で括れる深鉢形土器で、隆起線・沈線による

渦巻紋を 2紋様帯に描き 1紋様帯を壊失するものを基準

とする。 この系列の生成については、 明瞭でないため今

後の追求か必要である。波状沈線区画紋系列と同様に「2

a紋様帯」・「 2b紋様帯」におおよそ分けられる。本系

列は、東部関東に分布の中心を持つ。将監塚J~57号住

居跡からの出土かないため、古井戸遣跡例と風早遣跡例

を図示しておいた。

向山遺跡で未検出の系列 曽利系列の伝統下に成立す

る系列である。埼玉県の中央以南ではあまり検出されな

い。埼玉県北・群馬県方面に分布の中心を置き、 ある意

味で胴部渦巻紋系列と対立（紋様が相似する分だけ）す

る。 1紋様幣と 2紋様帯に分帯し、条線・沈線・綾杉状

の沈線を充填する。地紋だけ異なっているが加曽利E系

列に似通って、 タイプと外反口直立する器形を持ち、

縁下を無紋とし、

ロ

2紋様帯に隆起線による渦巻紋に相似
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5
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器

した紋様を配し（谷井の分析がある 谷井 1989)（註 1)

集合沈線を充填するタイプの 2者がある。

以上、向山遺跡出土土器の大まかな復元をおこなった。

向山遺跡は、少数の加曽利E系列・波状沈線区画紋系列・

胴部渦巻紋系列の 3つの組成からなっている。 言い替え

[
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g

れば、 4つの系列の増減が地域差を現すのである。

2、胴部渦巻紋系土器について

加曽利EIII式土器の中で特に胴部渦巻紋系土器を注出

して、 その特徴•他の系列との伴出関係について簡単に

述べたい。 （注 2)
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［器形について］

1．平縁深鉢形土器と波状口縁深鉢形土器がある。

2.口縁部は、急激に内彎することが多く、胴部中央付

近で括れて底部にいたる。久保山遺跡4号住居跡は、括

れ部が上位にあり加曽利E系列の影響を受けている。将

日
1ー 曲勺rl

(b) 

監塚遺跡グリッド例は、

ないようである。

口縁部が直立して括れ部を持た

3．この系列の器形は、独自性をもっており他の系列と
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は共通しない。

［紋様帯について］

1.口縁部紋様帯を持たない。

2．明瞭でないものもあるが、大略胴部括れ部を境として胴部紋様帯が二分される場合が多い。胴

部上位の紋様に対して「2a紋様帯」、胴部下位の紋様に対して「2b紋様帯」と仮称しておく。

3．口縁部紋様帯を持たない点では、波状沈線区画紋系列と共通する。

［紋様について］

1．紋様は、大部分が隆起帯・微隆起帯で描かれる。しかしながら、北遺跡78号土堀のように同一

の紋様帯・紋様を有しながら沈線で描かれるものも存在する。これは、波状沈線区画紋系列の影響

である。

2．隆起帯は、 1本で描くもの、 2本1組で描くものの 2者がある。

3.「2a紋様帯」について

a．渦巻紋を描く事を原則とするが、大山遺跡A区7号住居跡の様に渦巻を描かないものもあ

る。また、隆起帯や沈線が意図紋様とならずに充填縄紋部分が意図紋様となり「J」字や「r」字・

「O」字状を呈する場合もある。これは、退化形態であり、上手遺跡J-1号住居跡、原遺跡No

1地点の 1の土器（第30図1) （金子： 19 )等が該当する。

b．北宿4号住居跡は、特異な例である。 2a紋様帯と 2b紋様帯が逆転している。本来ならば、

2 b紋様帯にあるべき懸垂紋が2a紋様帯に配され、渦巻紋が2b紋様帯に描かれる。

4.「2b紋様帯」について

a．隆起帯・微隆起帯・沈線による懸垂紋を原則とするが、転化した楕円紋や「n」字状の充填

縄紋部分が意図紋様となる場合がある。

b．楕円紋や「n」字状の紋様は、波状沈線区画紋系列の 2b紋様帯による影響である。

C．一方で、大山A区7号住居跡、風早遺跡、北遺跡25号住居跡、古井戸遺跡J-77号住居跡の

ように 2a紋様帯と同一紋様を 2b紋様帯に配するものがある。

［各遺跡の胴部渦巻紋系土器について］

1．将監塚遺跡（第11図1~ 4、25) いずれも、胴部上半部である。 2a紋様帯に渦巻紋が配さ

れる。 4は、前述したように内彎しない器形を持つ。 1、2、4が1本の隆帯で描かれ、 3が2本

一組の隆帯である。J-93号住居跡からは、大木9式の古い部分に属すると思われる波状口縁深鉢

が出土している。

2．古井戸遺跡（第11図5~7、26、27) 3個体の実測図が窺える。 5、7は、波状口縁深鉢の

通常タイプ。 6は、 2b紋様帯にも渦巻紋が配される。J-49号住居跡からは、大木9式の新しい

部分の深鉢が2個体出土している。

3．山遺跡（第11図8、9) 2号住居跡からは、平縁深鉢形土器が2個体出土している。 8は、

2本沈線による過巻紋を 2a紋様帯に配し、 2 b紋様帯との境が明瞭でない。 9は、通常タイプ。
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4．提灯木山遺跡（第11図10~15) いずれも、微隆起帯で描かれる。 4号住居跡からは、良好な

一括資料が出土している。 5号住居跡の波状口縁深鉢の 2b紋様帯は、沈線間に条線が充損される

懸垂紋である。 13~15までは、 2 a紋様帯と 2b紋様帯が比較的明瞭に分離している。

5．上手遺跡（第12図16、17) いずれも、退化したもので胴部渦巻紋系では新しいものである。

16の2b紋様帯は、充填楕円紋で波状沈線区画紋系の影響である。

6．各遺跡から単独出土しているもの（第12図18~24) 18は、花影10号住居跡で通常タイプ。 19

は、 2 a紋様帯と 2b紋様帯の境が明瞭でない。 20、21は、あまり巻かないタイプ。 21、22は、 2 

b紋様帯にも渦巻紋が描かれるタイプである。 23は、 2 a紋様帯の紋様と 2b紋様帯の紋様か逆転

するタイプである。

［胴部渦巻紋系土器を中心とした伴出関係］

ここでは、住居跡から他の系列を伴出する胴部渦巻紋を注出して検討したい（第13~15図）。良好

な出土状況である提灯木山遺跡等は、良好な伴出関係がないので除外してある。

1．古井戸J-62号住居跡、大山A区7号住居跡では、終末期の連弧紋系列が伴うようである。

2．将監塚J-93号住居跡の大木9式には、加曽利E系列、曽利系列が伴う。ここでは、図示でき

なかったが加曽利E系列の相互比較によって胴部渦巻紋系列と曽利系列が伴う事は明らかである

が、古井戸J-62号住居跡、将監塚J-38号住居跡では、競合関係にあるのか碧利系の伴出はない。

3．将監塚・古井戸両遺跡では、波状沈線区画紋系列とは伴出しない。

4．大宮台地・埼玉中央部では、曽利系列の伴出は明らかでなく、加曽利E系列深鉢の伴出も多く

はないようである。

5．大宮台地・埼玉中央部では、波状沈線区画紋系列と盛んに伴出する。これは、紋様帯構成が共

通する事からかきわめて輿味深い。

6．伴出する加曽利E系列の深鉢以外の器種で興味深い点が2点ある。第 1点は、両耳壷が伴う例

が意外と多い。花影10号住居跡、北遺跡78号土堀、山遺跡4号住居跡、上手遺跡J-1号住居跡で

出土している。第 2点は、小形台付深鉢が伴う例である。将監塚J-38号住居跡、北遺跡25号住居

跡で伴出している。これは、大木式に通じる器種である。

［小結］

加曽利EIII式を概観する中で、胴部渦巻紋系列の土器に触れたが、とりとめのないものになって

しまったかもしれない。今後、生成過程の追求とともに加曽利EIII式の中で4つの系列が相互にど

のような関係を保持していたかか課題となろう。

注1．水窪の土器は、折衷の様相のため論文を参照していただきたい。

注2．沈線紋を持つ胴部渦巻紋系土器については、漏れがあるかも知れない。
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